






















































































穀、１１〃”〉； 皿=､ユラ人がオアシス農耕民で ハ`／力国たやパルミ違いが，こう 順 '！ＩＩしたところにも表れている L￣ 紗ＬＡパルミュラの繁栄は３世紀に入ってのかも知れない。 W篝〕蝋 ノも続くが， ランプにみられる地域色は２枇紀後半には ｂＬ
」ノ似薄れていく。そうして，４世紀以降はキプロスのラ＞
プとほとんど変わるところがないようにみえる。
ノ FフNo.５
Fig.２Vanoustypesoflamps
の化身であり，また，神々のメッセンジャーであると
ともに，ラー神の書記でもあった。暗闇を照らすラン
プの明かりは月の光と同様に，神の声を伝えるもの
だったのかもしれない。格子目はトト神が肩に掛けた
ヤシの葉のマントであり，膝を立てて座ったトト神の
“モンキー”・ランプとフロッグ・ランプ
エジプトでは３世紀にユニークなランプが登場する。
型の張ったコンテナ部上面の左右に格子目状の文様が
あり，注油孔の後ろには膝を折り曲げた動物の後脚が
(Fig.２，No.２)。従
ランプ”と呼ばれ
大きく左右に開いて描かれている
姿がランプの上に忠実に再現されている。来は“フロッグアンドコーンランプ”と呼
ていたが，この脚の表現は，４本ともまっすぐ前にむ いつぽう，フロッグ・ランプはキリスト教と関係が
ある（Fig.２，No.３)。キリスト教では一般に，蛙は災ランプの蛙の脚とは明らかに異かっているフロッグ.
いを齋す不吉な動物として描かれるのだが， エジプトこれに顔が加わった例があって，なっている。 その正
神話学のなかでは，出産を司り，多産を約束する神・
ヘケトの化身である。勿論，トト神のように直接には
ランプと結び付かないが，ヘケトはキリストの再生，
体はヒヒであることが確認された･ 時代的には楕円形
ランプに先行すると考えられる。のフロヅグ.
ヒヒがランプのモチーフに選ばれた理由は， エジプ
トト神 復活と結び付くことで聖なる地位を維持したと考えら卜神話学のなかにある。ヒヒは月の世界の住人卜
124辻村純代
示す“LateRomanC,’
し<なるにつれて，」
と呼ばれるグループも時代が新れる。このように， エジプトにおいてはキリス ト教が
キリス浸透して以降も王朝時代の神観念は生き続け。 つれて，その分布圏をせばめていった様子
が窺われるのである。卜教と融'合して５ 世紀代まで残っていくのである。
キリスト教的モチーフの出現 ５世紀後半におけるエジプトのランプとレヴァント
のランプ313年にローマ皇帝コンスタンテイ ヌスによってキリ
スト教が公認されると， 4世紀から５世紀にかけてのエジプトのランプは，ランプにもクロスや“XPIZ- 灯
芯孔の方がやや狭くなった楕円形のものである。の組み合わせ文字である ＊（Ｆｉｇ２，Ｎｏ４ＬTOZ，， 把手
メノラー（７枝の燭台）などが盛んに描かれるように 切り株状の小さな把手をもつタイプのないタイプと，
があり，前者が１前者が古いと考えられる。そして，その多くなる。
と，年
で４｛
クロスを表したランプの出現時期をみてみる
管見の限りではチュニジア，エジプト，ギリシア
世紀後半，レヴァント，キプロスで５世紀，エ
フェソスでは６世紀まで降る。無論，キリスト教的モ
'よロゼットや円といった幾何学的な文様を有するだけ
なのだが，その形の類似`性からフロッグ・ランプの仲
間に入れられている。
エジプト各地でこうしたフロッグ・ランプが生産さ
れていたが，５世紀後半になると中エジプトに環状把
チーフが採用されないからといってキリスト教が受容
されていないわけではない。そうではなく，こうした
時期的なズレのなかに，３世紀以前とは異なるローマ 手を有し， 幅広のコンテナ上面の円盤内にキリスト，
あるいは聖人の姿を描いたランプが現れる。ン・ランプの地域』性の確立がみてとれるのではないか そして，
と思うのである。 6世紀になると聖人像や頭部を表現した円盤を把手の
前面に張り付けたタイプが，3世紀の後半には既にその特徴となる三角形の把手 やはり中エジプトで作ら
なると，アスワン地方でをもつランプがチュニジアに現れる。一般に北アプリ れるようになる。この時期になると，
力産の赤色スリ 'よクロスを多用し，
イブが出現する。６
ヅプ土器(AfricanRedSHpWare） と呼 肩部に聖人や主教の名を刻んだ夕
ばれるものと同じ胎土で作られ， 7世紀には先端が長く伸びて，４世紀から５世紀に
ギリシアのアゴラ出 幾何学文様で飾られたタイプが一般的であるけれどかけて地中海全域に輸出された。
土の輸入ランプにおいても， このように非常に地域色の強いランプが出てくる'６，3世紀まではイタリア
産，コリン ところに，この時代の特徴をみてとることができるの
ではないだろうか。
この傾向はエジプトばかりでなく，レヴァントにお
ﾄ産のものに限られていたが， 4世紀以降
|土チュニジア産やエフェソス産がそのほとんどを占め
るようになる。 このように広域のシェアを獲得した北
アフリカ産の土器だが，６世紀に入ると徐々に後退し
ていくようである。各地でイミテーションが作られる
ようになったことも，その原因の一つであろう。しか
し，どこの赤色土器も北アフリカ産に取って変わるも
のはなく，イミテーションのなかでは最も広い分布を
いても認められる。 5世紀から 6世紀にかけてのし
ヴァントにおける一般的なランプは，先の方が少し狭
くなった卵型で，切り株状の把手が付く。小さな注油
孔を囲む円盤部分の前方が開いて灯芯孔まで伸びるも
のが多く，上面のレリーフはクロスの他，幾何学文様
DistributionsoftheAhicanRedSIpWares(homHayes,J､Ｗ､,Ｌα虎Ｒｏ腕α"ＰｍＦｿ,！,London,1972）Fig.３
東地中海のローマン．ランプ１２５
卜教本来のモチーフIよそうしたものを払拭してキリス5世紀後半になるとエルサレに限られる。ところが，
ムを中心に突然，円盤’
プが現れる（Fig.２，ＮＩ
聖人像や主教の名を刻円盤の内側全体を注油孔としたタイ
２，No.５)。このタイプは無把手で，
を表現したランプが登場する。
先の２つのランプとは違ってんだこれらのランプは．
エジプト全土に広がることはなく，その分布はせいぜ
い地方の範囲にとどまっている。５世紀後半といえ
ば，カルケドンの宗教会議(451Ａ.,.）で単性説をと
るエジプトのキリスト教に対し，異端の裁定がなされ
て以後である。これにより，エジプトのキリスト教は
独自の道を歩むことになるのだが，注目されるのはキ
ノラーと考えられる文しかも注油孔と灯芯孔の間にメ
様を配している。いつぽう，同じ時期にキプロスで
は，全体が正円に近い形で，大きな注油孔を中心に円
形に並んだ半円文様を施したランプが登場する (Fig．
2,No.６)。さらに，これらよりは遅れるが，６世紀
と推定されている特徴的なになるとアンテ イオキア産
ﾄ教内部における教義論争もさることながら， 中人間の頭部を表現した長方板を有ランプが出てくる。
するこのタイプも，
リス
エジプトを中心にして起こる異教一エジプトの伝統注油孔が大きい（Fig.２，Ｎ０７)。
それまで的宗教一に対する激しい排斥運動である。5世紀後半にはレヴァントでも特異な夕このように，
都市の重要部分を占拠していた神殿が破壊され， そうイブが生産されるようになるのである。
した運動を軸にしながらエジプト社会は構造的な変化
を遂げていく。すなわち，交易と消費の中心ともいうローマン・ランプをめぐる画期
と器や織物などの手工業生産の拠点としべき都市から」･ランプはイタリ
ハシリアやエジ
プ。ランプにも強
型作りで端整な形をもったローマン
ての都市が指向されるようになったのである。仮に，
こうした社会の変化がランプの生産にも反映している
のだとすれば，エジプトだけでなく，ランプの型式が
より狭い地域ごとに分散していく傾向が認められるし
アに生まれ， 忽ち地中海世界に広がり，う
プトの内陸部に残るへレニステイ ブク
1世紀後半にはレリーフを有する三い影響を与えた。
角板が広い地域で流行し，また２世紀には一律に環状
2世紀のランプには地域を越えた 卜地方でも同様の社会的変化を想定することは把手が付くなど］ ヴァン
困難ではないだろう。その意味で，東地中海における共通』性が多く見られる。
3世紀になると地域色の濃いランプが各 ランプの変遷にみられる画期を求めるとすところが, ローマン・
れぱ，３壮地で生産きれるようになる。この時期は周知のとお もに５世紀後半の時期ではないかと世紀とと
考えている。ローマ本国で軍人皇帝が乱立し， 政情が不安定にり，
物価の高騰といった経済的な混乱もなる時期である。
あって．それま‐それまでインド交易の中継都市として栄えて 参考文献
BaUey,ＤＭ・
ＡＣａｍｂｇｗｃｑ/肋ｅＬα”ｓ醜鮒ｃＢ流fjS/ＭＷｓｃ仰椀(London，
1988）
HayesJW＠
Ａ"cj醜ｔＬα”sj〃肋ｃＲ〃ａＪＯ"､ノヵ】〃s蝿湘(Toront,1980)．
Lyon-Caen，Ｃ・ａｎｄＶＨｏｆｆ
Ｃａｍ/c哩ＹＵＢｄＣｓｌα”CSC〃ｊc惚れCDｲ』ぬｇｿ杉cq蛇ｓｅｔｃﾉiだ"e""Ｃｓ
（Paris,1986)．
MenzeLH.
Ａ""たeLα”β〃(Mainz,1969）
PerlzweigJ
ThcA肋e"ｍ"ＡｇＤｍ,VoLVII(Prinston,1961)．
いた紅海沿岸の港湾都市が衰退するなど属州地域にも
そうしたな深刻な影響のあったことが知られている。
土器やランプの生産で急速に力を伸ばしてきたの力迅，
がチュニジアであった。そこで生産される赤色スリッ
プを施した土器はそれまで西地中海地域に限られてい
3世紀に入ると東方にも広がりを見せ始め，たが， ４
5世紀中頃にはエジプトのナイル上流世紀中頃から
域，シリアの 内陸部，そして黒海にまで達する。土器
FeUnlann，Ｒ，
Lesα〃clW`J姉山ＢａａＭａ沈伽ａＰａＪ”γc(Rome,1975）産ランプがギリシアに輸出ともに多数のチュニジアと
されたことは先にも述べたとおりである。 Atiya,ＡＳ･ｅｄ
ＴｈｃＱｐ此Ｅ卯〔ycJqpcdjZz・
柳宗玄，中森義宗編
『キリスト教美術図典』（吉川弘文館，1990)．
エジプトでは３世紀以降，“モンキー,'・ランプやフ
ツグ・ランプなど王朝時代からの伝統的な宗教観にロ
5世紀後半に基づいた独特のランプを生み出したが，
